
大
会
一
日
目

大
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
代
議
員
定

数
25
人
中
24
人
の
出
席
を
確

認
し
て
大
会
の
成
立
を
承
認
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
小

椋
（
福
島
）
、
副
議
長
に
は

村
上
（
宮
城
）
両
代
議
員
を

選
出
し
た
。

地
本
を
代
表
し
五
十
嵐
委

員
長
は
、
4
点
に
つ
い
て
挨

拶
を
行
っ
た
【
左
記
参
照
】
。

続
い
て
来
賓
及
び
東
日
本

本
部
か
ら
挨
拶
を
受
け
議
事

に
入
っ
た
。
決
算
・
協
定
・

経
過
に
つ
い
て
承
認
が
さ

れ
、
機
関
紙
表
彰
を
行
い
一

日
目
の
議
事
は
終
了
。

大
会
二
日
目

運
動
方
針
に
対
す
る
質
疑

で
は
19

人
の
代
議
員
が
発

言
し
、
執
行
部
の
答
弁
と

書
記
長
集
約
を
受
け
て
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ス

ト
権
一
票
投
票
で
は
出
席

代
議
員
25

人
全
員
が
賛
成

し
ス
ト
権
を
確
立
。

役
員
改
選
で
は
会
計
監
査

員
一
人
が
交
代
し
、
大
会

宣
言
の
採
択
後
、
五
十
嵐

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
終
了
し
た
。

※
代
議
員
の
発
言
は
別
途

機
関
紙
に
掲
載
予
定

機
関
紙
表
彰

○
郡
工
情
報

郡
工
支
部

（
年
間
52
号
発
行
）

○
分
会
通
信

郡
工
貨
物
分
会

（
年
間
61
号
発
行
）

○
団
結

仙
総
所
支
部

（
年
間
32
号
発
行
）

地
方
委
員
（
15
人
）

宮
城
県
支
部

大
友

清
孝
（
仙
台
駅
連
）

齋
藤

博
仁
（
仙
宮
運
輸
区
）

宍
戸

康
（
仙
台
保
線
区
）

福
原

育
夫
（
仙
台
電
車
区
）

長
谷
川
義
浩
（
貨
物
宮
城
）

金
野

順
行
（
小
牛
田
運
輸
区
）

福
島
県
支
部

丹
治

覚
夫

（
福
島
地
区
）

小
椋

正
（
郡
山
駅
連
）

橋
本

好
衛
（
貨
物
福
島
）

郡
山
工
場
支
部

大
久
保

浩

（
車
体
科
）

仙
台
総
合
車
両
所
支
部

鈴
木

英
弘

（
車
体
）

井
上

秋
彦

（
台
車
）

高
橋

進

（
台
車
）

東
北
自
動
車
支
部

佐
藤

浩
二

（
岩
手
県
）

山
形
県
支
部

土
田

聡

（
新
庄
連
合
）
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7
・
26-

27

第
87
回
定
期
全
国
大
会

8
・
6

調
査
部
長
会
議

8
・
7

第
13
回
地
方
執
行
委
員
会

8
・
19

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
・
業
長
会
議

8
・
24-

25

第
32
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会

8
・
25

第
13
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

8
・
31

第
14
回
地
方
執
行
委
員
会

9
・
8

組
織
部
長
会
議

9
・
10

 
東
日
本
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

9
・
14

 
第
15
回
地
方
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

 
地
方
本
部
は
第
73
回
定
期
地
方
大
会
を
9
月
24
・
25
日
の
両

日
、
松
島
町
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
が
行
わ
れ
、
運
動
方
針

な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

◆
政
治
課
題

〇
自
民
総
裁
選
で
安
倍
が
3

選
、
秋
の
臨
時
国
会
で
の
改

憲
案
提
出
に
大
き
く
動
き
出

し
た
。
一
方
で
国
民
の
半
数

は
改
憲
に
反
対
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
。
9
条
改
憲
阻
止

に
向
け
て
広
範
な
市
民
団
体

と
立
憲
野
党
と
の
共
闘
で
闘

い
を
進
め
る
。

〇
来
年
の
統
一
地
方
選
・
夏

の
参
院
選
の
勝
利
を
目
指
し

奮
闘
す
る
。

◆
組
織
強
化
拡
大

〇
東
労
組
の
大
量
脱
退
で
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
労
組
加
入
率
が

3
割
程
度
に
な
る
等
、
労
組

の
影
響
力
が
大
き
く
後
退
。

〇
36
協
定
締
結
の
職
場
代
表

選
挙
で
は
、
時
間
が
な
く
不

十
分
な
取
組
み
で
あ
っ
た
が
、

組
織
数
を
上
回
る
得
票
を
得

る
な
ど
国
労
の
存
在
感
を
示

し
た
。

〇
昨
年
の
大
会
か
ら
4
人
拡

大
。
分
会
機
能
を
高
め
る
取

組
み
を
積
み
上
げ
て
き
た
郡

山
駅
連
合
分
会
の
教
訓
に
学

び
た
い
。

〇
こ
の
数
年
で
本
体
と
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
の
数
が
逆
転
。

こ
れ
ま
で
通
り
の
運
動
を
継

続
す
る
に
は
財
政
の
確
立
が

必
要
。
全
国
大
会
で
は
、
基

金
に
対
す
る
規
約
改
正
、
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
の
組
合
費
の

値
上
げ
が
決
定
。
理
解
を
。

〇
地
本
専
従
枠
は
確
保
し
た
。

◆
職
場
運
動
課
題

〇
相
次
ぐ
駅
業
務
委
託
、
そ

し
て
保
線
も
丸
投
げ
の
状
態
。

問
題
や
課
題
に
つ
い
て
現
状

で
の
意
見
等
を
求
め
た
い
。

〇
エ
ル
ダ
ー
制
度
。
昨
年
同

様
遠
距
離
通
勤
を
伴
う
発
令

が
。
定
年
後
の
遠
距
離
通
勤

や
単
身
赴
任
を
伴
う
発
令
に

対
し
て
は
、
エ
リ
ア
本
部
と

連
携
し
改
善
の
努
力
を
し
て

い
く
。

〇
短
日
数
制
度
は
、
制
度
が

な
い
ま
た
は
使
え
な
い
状
況

も
。
窓
口
設
置
と
合
わ
せ
改

善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

〇
エ
ル
ダ
ー
先
職
場
で
プ
ロ

パ
ー
社
員
と
共
に
会
社
に
意

見
を
述
べ
行
動
す
る
中
で
、

会
社
の
譲
歩
・
改
善
が
図
ら

れ
た
報
告
も
あ
る
。
成
果
を

出
し
学
び
合
い
た
い
。

◆
脱
原
発
の
闘
い

〇
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
7
年
半
。
今
も
4

万
5
千
人
を
超
え
る
避
難
者

が
。
現
在
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含

む
汚
染
水
を
海
洋
に
放
出
す

る
提
案
、
し
か
し
公
聴
会
で

は
多
く
の
反
対
意
見
が
あ
る
。

〇
郡
山
市
に
お
け
る
高
放
射

線
の
土
地
の
再
除
染
を
社
民

党
等
を
中
心
に
求
め
て
い
る

が
、
市
は
「
実
施
し
な
い
」

と
の
態
度
。
福
島
県
内
で
の

低
放
射
線
量
で
の
生
活
不
安

が
多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
何
も
解

決
し
て
い
な
い
。

〇
国
労
フ
ク
シ
マ
集
会
の
成

功
と
脱
原
発
・
改
憲
阻
止
・

職
場
労
働
条
件
改
善
・
組
織

強
化
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

の
再
強
化
を
要
請
す
る
。

地本五十嵐委員長

9
月
7
日
、
国
労
仙
台
信
通

区
分
会
は
、
仙
台
市
内
に
お
い

て
8
月
1
日
付
で
国
労
加
入
し

た
武
田
和
俊
さ
ん
の
歓
迎
会
を

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
地
本
歌
川
副

委
員
長
か
ら
武
田
さ
ん
へ
国
労

バ
ッ
ジ
・
国
労
手
帳
が
贈
ら
れ
、

地
本
千
葉
組
織
部
長
、
宮
城
県

支
部
村
上
執
行
委
員
が
歓
迎
の

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
郡
山
設
備
分
会
（
信
通

班
）
の
仲
間
や
分
会
Ｏ
Ｂ
な
ど
、

総
勢
30
名
が
激
励
に
駆
け
つ
け

終
止
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
に
4
月
1
日
付

で
国
労
加
入
し
た
石
﨑
正
さ
ん

が
、
「
熱
烈
歓
迎
の
こ
と
ば
」

と
乾
杯
の
発
声
を
行
う
と
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

武
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
東
労

組
の
組
織
状
況
か
ら
組
合
未
加

入
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

労
働
組
合
が
必
要
と
の
思
い
か

ら
国
労
加
入
を
決
意
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

日
下
分
会
長
か
ら
は
、
「
石

﨑
さ
ん
武
田
さ
ん
と
共
に
、
さ

ら
に
職
場
の
仲
間
に
話
し
か
け
、

3
人
、
4
人
と
国
労
加
入
を
実

現
し
よ
う
」
と
会
場
に
訴
え
、

次
の
仲
間
を
増
や
す
た
め
更
な

る
団
結
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

【
弘
】

挨拶する武田さん



◆
国
に
曝
露
対
策
と

り
患
保
証
の
確
立
を

広
瀬
氏
は
、
「
石
綿
は
石

綿
肺
・
肺
ガ
ン
・
中
皮
腫
な

ど
の
健
康
被
害
を
発
生
さ
せ

る
危
険
有
害
物
質
で
あ
り
、

71
年
（
西
暦
。
以
下
同
様
）

に
特
定
化
学
物
質
に
指
定
さ

れ
、
75
年
に
は
石
綿
の
吹
付

け
塗
料
が
禁
止
さ
れ
た
」
と

石
綿
の
歴
史
を
紹
介
。

多
く
が
輸
入
さ
れ
、
70
年

代
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
す

る
が
建
物
の
解
体
が
始
ま
り

肺
ガ
ン
・
石
綿
肺
・
中
皮
腫

な
ど
の
病
気
が
発
症
。
特
に

中
皮
腫
は
、
ほ
ぼ
百
％
石
綿

が
原
因
と
報
告
。
更
に
石
綿

取
り
扱
い
者
が
喫
煙
者
の
場

合
、
非
喫
煙
者
と
比
較
し
て

53
・
2
倍
肺
ガ
ン
に
り
患
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
を
紹
介
。
結
び
に
、
「
今

後
、
石
綿
含
有
建
物
解
体
が

多
く
発
生
す
る
た
め
、
国
に

し
っ
か
り
と
曝
露
防
止
対
策

を
さ
せ
、
り
患
し
た
場
合
の

補
償
を
確
立
さ
せ
る
取
組
み

が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

◆
労
災
認
定
基
準
改
善
の

た
め
に
も
手
帳
取
得
を

池
田
氏
は
、
健
康
管
理
手

帳
に
つ
い
て
「
厚
労
省
が
石

綿
業
務
な
ど
有
害
物
質
を
取

り
扱
う
仕
事
に
従
事
し
た
人

を
対
象
に
、
年
2
回
指
定
さ

れ
た
医
療
機
関
で
無
料
の
健

康
診
断
を
受
診
出
来
、
交
通

費
も
支
給
さ
れ
る
」
と
説
明
。

そ
の
取
得
に
際
し
て
国
労

の
場
合
、
国
鉄
・
JR
に
職
歴

が
あ
る
た
め

①
ど
こ
の
職
場
で
曝
露
し
た

か
を
明
確
に
す
る
。

②
本
来
、
労
災
補
償
は
旧
国

鉄
で
あ
り
窓
口
が
違
う
問
題

も
あ
る
が
こ
の
間
の
手
帳
取

得
の
取
組
み
で
改
善
も
。
こ

の
取
組
み
を
大
き
く
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
と
述
べ
た
。

ま
た
最
近
の
事
例
を
紹
介

し
、
長
野
地
本
組
合
員
の
労

災
認
定
の
闘
い
で
は
、
JR
は

「
旧
国
鉄
で
の
証
明
に
な
る
」

と
頑
な
に
拒
否
。
組
合
側
は

転
勤
箇
所
毎
に
8
人
の
同
僚

証
明
を
行
い
、
17
年
12
月
に

労
災
認
定
を
勝
ち
取
っ
た
。

（
18
年
5
月
永
眠
）

一
方
で
、
神
奈
川
の
組
合

員
は
、
11
年
8
月
の
健
康
診

断
で
胸
部
異
常
が
発
見
さ
れ
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
起
因
す
る
肺

ガ
ン
だ
と
し
て
労
災
の
取
組

み
を
決
定
。
12
年
に
本
人
が

死
亡
し
、
解
剖
の
結
果
、
石

綿
小
体
、
乾
燥
肺
重
量
1g
当

た
り
一
千
65
本
（
5
千
本
以

上
に
基
準
改
悪
）
だ
っ
た
が
、

15
年
3
月
労
災
申
請
、
18
年

1
月
敗
訴
し
東
京
高
裁
へ
控

訴
。
敗
訴
理
由
は
「
大
し
て

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
っ
て
い
な

い
」
で
あ
り
、
肺
ガ
ン
の
認

定
基
準
の
改
善
の
た
め
に
も

健
康
管
理
手
帳
を
取
得
す
る

こ
と
が
重
要
と
訴
え
た
。

◆
全
体
討
論
か
ら

▼
宮
城
野
貨
物
。
コ
ン
テ
ナ

検
修
庫
に
吹
き
付
け
材
と
し

て
石
綿
使
用
の
疑
義
が
あ
り
、

本
年
3
月
、
会
社
に
分
析
さ

せ
た
。
結
果
は
、
白
石
綿
12

％
、
茶
石
綿
57
％
の
含
有
率
、

ま
た
粉
じ
ん
濃
度
調
査
結
果

も
公
表
さ
せ
た
。

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
コ
ン
テ
ナ
の

存
在
。
コ
ン
テ
ナ
床
下
の
ア

ン
ダ
ー
シ
ー
ル
に
含
有
、
床

下
は
破
損
時
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

で
切
断
し
補
修
し
て
い
る
箇

所
で
切
れ
ば
飛
散
す
る
。
会

社
を
追
及
す
る
が
「
問
題
な

い
」
の
一
点
張
り
。

▼
コ
ン
テ
ナ
検
修
庫
。

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
掛
け
る
棚

等
を
取
り
付
け
る
際
、
ビ
ス

を
使
用
し
ホ
コ
リ
を
飛
散
さ

せ
た
。

②
ば
く
露
の
責
任
は
誰
が
取

る
の
か
。

③
過
去
と
現
在
、
検
修
庫
を

利
用
し
た
人
の
健
康
診
断
が

必
要
。

④
今
後
こ
の
検
修
庫
を
ど
う

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
等

追
求
。
ま
た
ア
ス
ベ
ス
ト
コ

ン
テ
ナ
に
つ
い
て
、
会
社
は

「
全
国
に
1
万
9
千
58
個
あ

り
、
現
在
1
万
1
千
３
５
６

個
が
運
用
中
と
し
て
お
り
、

①
係
っ
て
き
た
労
働
者
の
健

康
診
断
が
必
要
。

②
廃
止
計
画
を
明
ら
か
に
。

③
全
国
的
問
題
で
あ
り
国
労

中
央
本
部
と
し
て
取
組
す
べ

き
と
の
発
言
が
さ
れ
た
。

▼
健
康
管
理
手
帳
で
健
康
診

断
を
受
診
し
た
が
、
「
胸
膜

肥
厚
」
と
言
わ
れ
心
配
。

◆
広
瀬
氏
回
答
。

①
な
ぜ
詰
所
に
茶
石
綿
を
使

用
し
た
の
か
。

②
建
設
し
た
時
期
の
図
面
は

あ
る
か
。

③
会
社
が
粉
じ
ん
調
査
を
す

る
の
は
心
配
だ
か
ら
。

④
プ
ラ
ー
ク
は
胸
膜
肥
厚
と

同
じ
。

⑤
プ
ラ
ー
ク
が
中
皮
腫
と
な

る
か
と
言
え
ば
そ
う
と
も
言

え
な
い
。

⑥
同
職
場
で
プ
ラ
ー
ク
患
者

が
多
く
発
生
し
て
い
る
と
な

れ
ば
問
題
等
の
見
解
が
出
さ

れ
た
。

◆
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委

員
会
か
ら
。

①
特
殊
健
康
診
断
結
果
を
地

本
に
報
告
を
。

②
会
社
は
、
職
場
に
は
ア
ス

ベ
ス
ト
は
無
い
と
言
う
が
時
々

出
現
。
疑
わ
し
い
場
合
は
、

会
社
に
対
応
を
要
求
す
る
と

共
に
地
本
に
も
連
絡
を
。

曝
露
後
30
～
40
年
経
過
し

発
症
す
る
た
め
、
今
後
被
害

の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
不

幸
に
し
て
病
気
に
な
っ
た
事

を
考
慮
し
、
従
事
歴
を
揃
え

て
お
く
事
が
大
切
。
会
社
に

対
し
て
「
労
働
者
の
健
康
管

理
は
会
社
の
責
務
」
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
息
の
長
い

闘
い
に
な
る
が
共
に
取
組
ん

で
い
く
。

【
勝
】

第２７５５号 国労せんだい ２０１８年１０月１５日

団結 抵抗 統一

第
6
回
国
労
東
日
本
本
部
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
9
月
10

日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
サ
ン

ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
、
仙
台
地
本
チ
ー
ム

は
第
4
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
時
折
小

雨
の
降
る
悪
天
候
の
な
か
、
各

地
方
本
部
の
精
鋭
全
13
チ
ー
ム

で
熾
烈
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
は
、
青
野

恒
男
、
柳
田
敏
幸
、
中
鉢

悟
、

阿
部
貴
弘
各
氏
で
、
昨
年
10
月

開
催
さ
れ
た
仙
台
地
本
ゴ
ル
フ

大
会
の
上
位
4
人
。
各
チ
ー
ム

4
人
の
合
計
ス
コ
ア
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

東
日
本
本
部
大
沼
委
員
長
か

ら
は
、
「
最
重
要
課
題
で
あ
る

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
全
力
で

頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
。
参
加
者

全
体
で
組
織
拡
大
実
現
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

【
弘
】

【
団
体
成
績
】

優

勝

大
宮
地
区
本
部
２

３
３
８

第
4
位

仙
台
地
方
本
部

３
５
９

【
個
人
成
績
】

優
勝

嶋
野
菊
治
さ
ん

（
神
奈
川
地
区
本
部
）
７
９

第
11
位

柳
田
敏
幸
さ
ん

（
車
体
分
会
）
８
６

第
12
位

中
鉢

悟
さ
ん

（
小
牛
田
運
輸
区
分
会
）
８
６

第
19
位

青
野
恒
男
さ
ん

（
仙
宮
運
輸
区
分
会
）
９
０

第
40
位

阿
部
貴
弘
さ
ん

（
郡
山
駅
連
合
分
会
）
９
７

健闘した仙台地本チーム

退
職
の
お
知
ら
せ

7
月
31
日
付

大
和

秋
男
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

宮
本

広
美
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
ス
ワ
ロ
ー
ツ
ア
ー
）

鈴
木

正
弘
さ
ん

福
島
地
区

（
リ
ビ
ッ
ト
藤
田
駅
）

狩
野

豊
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

伊
藤

潤
二
さ
ん

仙
総
車
体

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

片
岡

誠
志
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
山
下
駅
）

8
月
31
日
付

佐
藤

啓
二
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
テ
ク
ノ
郡
山
）

田
中

信
二
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

遊
佐

友
吉
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

木
村

真
裕
さ
ん

仙
宮
運
輸
区
（
退
職
）

若
生

英
幸
さ
ん

仙
台
建
築
（
退
職
）

今
野

宏
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

菅
原

清
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
山
形
駅
）

伊
藤

正
雄
さ
ん

郡
工
車
体
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

大
庭

茂
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

（
輸
送
エ
ル
ダ
ー
）

坪
井

幸
則
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
三
春
駅
）

菊
地

勉
さ
ん

新
庄
連
合

（
施
設
エ
ル
ダ
ー
）

三
浦

誠
一
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
保
安
サ
プ
ラ
イ
）

石
田

正
幸
さ
ん

新
庄
連
合

（
施
設
エ
ル
ダ
ー
）

大
土

善
弘
さ
ん

仙
宮
運
輸
区
（
退
職
）

三
戸
部

正
弘
さ
ん

仙
台
電
力
区
（
退
職
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
「
財
団
法
人
こ
く
ろ
う
会
館
」
主
催
に
よ
る
、
第
13
回
ア
ス

ベ
ス
ト
学
習
会
が
8
月
25
日
、
仙
台
市
内
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
。
学
習
会
で
は
、
仙
台
錦
町
診
療
所
の
広
瀬
俊

雄
医
師
と
神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
池
田
理
恵
常
務
理
事

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
受
け
た
。

仲
間
の
異
動

8
月
1
日
付

〇
公
家

誠
さ
ん

テ
ク
ノ
新
幹
線
営
業
所

↓
テ
ク
ノ
郡
山
営
業
所


